
令和６年度

高知県アレルギー疾患医療連絡協議会

令和７年１月 20 日（月）18:30 から 20:00 まで

ハイブリッド開催

（zoomID 993 7360 5047 パスコーﾄﾞ 949711）



会 議 次 第

議 題

１ 国及び本県におけるアレルギー疾患対策について

２ 高知県アレルギー疾患医療拠点病院における業務について

３ その他



委員名簿

No 氏 名 所 属 / 役 職
出席

方法
備考

１ 伊與木 美保
高知県栄養士会 副会長

（高知大学医学部附属病院 入退院支援センター）
会場

２ 岩川 明子 アレルギーをもつ子の親の会 かたつむり 会長 会場

３ 小倉 英郎 高知県小児科医会 副会長（大西病院 院長） Web

４ 岩﨑 美幸
高知県看護協会 看護師職能理事

（高知県・高知市病院企業団立高知医療センター 看護局次長）
会場

５ 吉川 清志 高知県医師会 常任理事（土佐希望の家 医療福祉センター長） 会場

６ 猿田 隆夫 高知県皮膚科医会 会長（猿田皮膚科診療所長） Web 副会長

７ 小森 正博
高知県耳鼻咽喉科医会

（高知大学医学部附属病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 准教授）
Web

８ 福田 憲 高知県眼科医会（高知大学医学部附属病院 眼科 准教授） Web

９ 福永 一郎 高知県保健所長会（須崎保健所長） 会場

10 町田 久典 国立病院機構高知病院 アレルギー科 医長 会場

11 村岡 謙行 高知県薬剤師会 常務理事（くろしお薬局朝倉西店） 会場

12 前田 義朗 高知県教育委員会事務局 保健体育課 課長 会場

13 中井 浩三 高知大学医学部附属病院 皮膚科 教授 会場

14 松尾 まゆら 須崎市健康推進課 会場

事

務

局

嶋津 貴久 高知大学医学部・病院事務部 医事課 課長補佐 Web

川内 敦文 高知県健康政策部 健康対策課 課長 会場

松岡 智加 高知県健康政策部 健康対策課 課長補佐 会場

吉松 恵 高知県健康政策部 健康対策課 チーフ 会場

髙橋 咲季 高知県健康政策部 健康対策課 主査 会場



高知県アレルギー疾患医療連絡協議会設置要綱

（設置）

第１条 本県におけるアレルギー疾患対策を総合的に推進していくため、高知県アレルギー

疾患医療連絡協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

（任務）

第２条 協議会は、次の各号に掲げる事項に取り組むものとする。

（１）アレルギー疾患対策に係る現状や課題の把握に関すること。

（２）アレルギー疾患に係る診療連携体制の整備並びに人材育成等に関すること。

（３）その他、アレルギー疾患対策の推進に関すること。

（組織）

第３条 協議会は、委員14人以内で組織する。協議会の委員は、別表１に掲げるアレルギー

疾患の診療を行う医療機関、アレルギー疾患に関する専門的な知識を有する医療従事者、

保健医療関係者、アレルギー疾患を有する者及びその家族を代表する者、並びに行政担当

者のうちから知事が委嘱する。

２ 会長１名及び副会長１名は、委員の中から互選する。

３ 会長は、協議会を代表し、協議会を総括する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、または会長が欠けたときは、その職

務を代理する。

５ 会長は、第２条各号の事項に取組むに際し必要があると認めるときは、第３条第１項に

掲げる者以外の関係者の出席または協力を求めることができる。

（任期）

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の在任期間とする。

（会議）

第５条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。

２ 会議の議長は、会長が当たる。

３ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、及び議決をすることができない。

４ 委員は、やむを得ない事情により会議に出席できない場合には、その代理者を会議に出

席させることができる。その代理者には、議決権を認めるものとする。

５ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。

（秘密を守る義務）

第６条 委員及び事務に従事する者または当該者であった者は、正当な理由がなく、協議会

の事務に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。



（庶務）

第７条 協議会の庶務は、高知県健康政策部健康対策課において処理する。

（その他）

第８条 この要項で定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に

諮って定める。

附則

（施行期日）

１ この要綱は、平成30年10月29日から施行する。

（経過措置）

２ 第５条第１項の規定にかかわらず、この規則の施行の日以後最初に開かれる会議は、知

事が招集する。

附則

この要綱は、平成31年２月８日から施行する。

附則

この要綱は、令和６年４月５日から施行する。



別表１（第３条関係）

高知大学医学部附属病院

国立病院機構高知病院

高知県医師会

高知県小児科医会

高知県皮膚科医会

高知県眼科医会

高知県耳鼻咽喉科医会

高知県看護協会

高知県薬剤師会

高知県栄養士会

市町村

高知県教育委員会

高知県保健所長会

患者会代表



議題１

国及び本県におけるアレルギー疾患対策について
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本県におけるアレルギー疾患対策について

１　高知県アレルギー疾患医療拠点病院の指定

２　高知県アレルギー疾患医療連絡協議会の開催

３　医療従事者等を対象とした研修会に係る情報提供と患者、家族向け啓発資材の配布

４　食物アレルギーに対応した食品の備蓄等について
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資料２

１　高知県アレルギー疾患医療拠点病院の指定
高知大学医学部附属病院を指定（令和２年７月10日）し、令和３年度から同病院に運営業務を委託
アレルギー診療チームにより、事業運営がされている。

〈委託内容〉

　診療　　　　重症及び難治性アレルギー疾患患者に対する診断、治療、管理

　情報提供　　患者や家族、地域住民に対する適切な情報の提供を行う（こうちアレルギー疾患情報サイトの運

　　　　　　　営を含む）

　人材育成　　医療従事者等を対象とした研修会の実施

　研究　　　　アレルギー患者の実情把握のための調査・分析を行う。全国的な疫学研究、臨床研究等への協力

　助言・支援　患者や家族、地域住民、地域の医療機関、学校、児童福祉施設等からの要請に応じた助言、支援

　その他　　　高知県アレルギー疾患医療連絡協議会と連携を図り、地域の実情に応じた事業運営を行う

　詳細については、後ほど高知県アレルギー疾患医療拠点病院から報告があります。
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令和５年度の主なご意見と対応

○こうちアレルギー疾患情報サイトへの情報の追加

　・舌下免疫療法ができる医療機関一覧

　・高知県アレルギー疾患医療拠点病院の明記

　・診療科や治療できる内容、食物経口負荷試験の実施施設の掲載

→上記情報を追加（こうちアレルギー疾患情報サイトの更新作業中）

　高知県アレルギー疾患医療拠点病院から報告します。　

○災害時における備蓄の状況

　・高知県備蓄方針では、発災後３日間は県民による個人備蓄での対応を原則としており、個人備蓄の啓発強化を行っている。

　　やむを得ない事情により物資が不足する場合は、公的備蓄や流通備蓄で確保することとし、公的備蓄の食料は原則アレルギー

　　対応とされている。

　・市町村等において、要配慮者に必要な食料確保や、避難所等における被災者の健康維持と食の自立支援の取組推進（高知県南海

　　トラフ地震時栄養・食生活支援活動ガイドライン）

　・アレルギー用ミルク等の公的備蓄の状況把握

→アレルギー用ミルク等の公的備蓄に係る調査を実施。結果については、後ほど報告します。

２　高知県アレルギー疾患医療連絡協議会の開催
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２　高知県アレルギー疾患医療連絡協議会の開催

○誤食に係るヒアリハット事例の共有や症例検討等による再発防止に努めることが大切ではないだろうか

　・保護者から学校生活管理指導表を提出いただき、保護者、医療機関とも連携を図りながら緊急体制の確認や具体的な対応方法

　　などを決定している。

　・教育委員会による各学校への注意喚起

　　①学校給食で誤食があった場合、速やかに県教育委員会へ連絡するよう市町村教育委員会へ通知

　　②特に年度当初の発生が多いため、毎年3月に教育委員会から各学校に対し、注意喚起を実施

　　③各学校に対し、誤食の状況確認（個別対応）

　　④養護教諭等の研修会で注意喚起

　　⑤対応策を市町村教育委員会から県教育委員会に提出
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市町村母子保健担当者等に対し、研修会の実施に係る情報提供や啓発資材を配布

アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針（R4.3改定）において、

「国は、地方公共団体に対して市町村保健センター等で実施する両親学級や乳幼児健康診査等の母子保健事業の機会を捉え、妊婦や

乳幼児の保護者等に対する適切な保健指導や医療機関への受診勧奨等、適切な情報提供を実施するよう求める。」と明記された。

そのため、小児アレルギーに関する研修会や資材が多く、市町村からのニーズも高かった。

その他、災害対策に関する研修会について周知した。

３　医療従事者等を対象とした研修会に係る情報提供と患者、家族向け啓発資材の配布

NPO法人アレルギーを考える母の会主催　
小児アレルギー疾患の保健指導を充実させ
る研修会（R5年度実施分のDVDを配布）

NPO法人アレルギーを考える母の会主催　
アレルギーの子を支える専門職の研修会

高知県小児科医会・大塚製薬株式会社共催
高知県小児アレルギー連携の会
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３　医療従事者等を対象とした研修会に係る情報提供と患者、家族向け啓発資材の配布

大塚製薬株式会社主催
アレルギー児の災害対策を多職種で考える

高知県アレルギー疾患医療拠点病院主催
アレルギー疾患に関する研修会

高知大学医学部附属病院アレルギー診療
チーム主催　
災害時にアレルギーで困ること

NPO法人アレルギーを考える母の会作成　
母子保健事業で取り組むアレルギー疾患の発症予防・
重症化予防

NPO法人アレルギーを考える母の会作成　
赤ちゃんのアレルギー疾患が気がかりな
保護者の方へ

大塚製薬株式会社作成
赤ちゃんの湿疹対策　適切な乳児湿疹
への対処のために
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○災害に備えた準備

災害時におけるアレルギー疾患の対応～アレルギー疾患をお持ちの方、災害に対応する行政の方、災害医療に従事する方へ～

令和3年度 厚生労働科学研究費補助金(免疫・アレルギー疾患政策研究事業)大規模災害時におけるアレルギー疾患患者の問題の把握

とその解決に向けた研究 研究班（令和４年３月）

４　食物アレルギーに対応した食品の備蓄等について

アレルギー対応食の家庭備蓄は２週間分
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○災害に備えた準備

高知県備蓄方針（令和３年６月）

４　食物アレルギーに対応した食品の備蓄等について

公的備蓄　

飲料水、食料、ミルク、毛布またはその代替品、生理用品、
おむつ、トイレ、トイレットペーパーの８品目。
食料については原則アレルギー対応食品とする。

流通備蓄　

可能な範囲でアレルギー品目等を考慮する。
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○災害に備えた準備

災害時の避難所等におけるアレルギー疾患を有する方への対応について

（厚生労働省健康局がん・疾病対策課　令和５年５月25日付け事務連絡）

４　食物アレルギーに対応した食品の備蓄等について

避難所における食物アレルギーを有する者の
ニーズの把握やアセスメントの実施、
食物アレルギーに配慮した食品の確保等に努める

9

○高知県南海トラフ地震時　栄養・食生活支援活動ガイドライン　Ver.2（R3.3）

　市町村の地域防災計画や保健活動マニュアルの作成・見直しの参考として、また給食施設の事業継続計画（BCP）の作成支援の

　参考にしていただくことを目的に作成

第２章 栄養・食生活支援活動　

５ 対象別栄養・食生活支援活動より抜粋　　　　　　　　参考資料（掲示用資料）より抜粋

４　食物アレルギーに対応した食品の備蓄等について

聞き取り時は、栄養・食生活支援チームで作成す
る様式「避難所食事状況調査票」などを用いる
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（１）食物アレルギー対応食品等の公的備蓄の有無（n＝34）

（２）各食品における食物アレルギー対応食品等の公的備蓄の有無（n＝34）

４　食物アレルギーに対応した食品の備蓄等について

目的・内容　アレルギー疾患がある方に配慮した災害への備えを促進するため、食物アレルギー対応食品等の公的備蓄状況を調査

調査対象　　県内34市町村

基準日　　　令和６年11月１日

調査項目　　①食物アレルギーに対応している食品（＊）の公的備蓄状況

　　　　　　②乳アレルギーに対応しているミルクの公的備蓄状況

　　　　　　（＊）特定原材料の８品目（卵、乳、小麦、そば、落花生（ピーナッツ） 、くるみ、えび、かに）を除去した食品　

調査結果　　34市町村から回答が得られた。結果は以下のとおり。

調査結果

あり なし 計

備蓄 30 4 34

あり なし 計

主食 30 4 34

主菜 10 24 34

副菜・菓子など 12 22 34

ミルク 10 24 34
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（３）主食の公的備蓄状況（n＝30）

（４）主菜の公的備蓄状況（n＝10）

調査結果

あり 数量

レトルトのおかゆ 7 150～7,260

レトルトのリゾット 6 150～9,473

アルファ米 28 708～292,361

コーンフレーク 0 －

パン缶 1 1,250

乾パン 1 2,016

その他 8 180～8,780

品名

①The Next Dekade　7年保存レトルト食品　
他　②うどん　③災害用備蓄ゼリー、わかめ
ご飯等　④わかめごはん、ひじきごはん、カ
レー、ピラフ、ぞうすいなど味付き　⑤カ
レーうどん　⑥米類　⑦ライスクッキー

あり 数量

レトルト食品 6 58～31,138

肉、魚、大豆缶詰
（ツナ缶、さば缶、
いわし缶等）

5 1,584～32,304

魚肉ソーセージ 0 －

豆乳 0 －

その他 1 4,640

品名

①サバイバルフーズ（クラッカー）
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（５）副菜・菓子などの公的備蓄状況（n＝12）

（６）ミルクの公的備蓄状況（n＝10）

（７）県健康対策課ホームページへの公表可否（n＝34）

調査結果

あり 数量

レトルトスープ 2 50～450

野菜や果物の缶詰や
ジュース

3 540～15,750

菓子（せんべい、ポ
テトチップス、ラム
ネ、グミ等）

7 108～2,592

その他 3 30～4,800

品名

①ゼリー　②ようかん　③エナジータイプゼ
リー

あり 数量

粉ミルク（g) 7 900～28,188

液体ミルク(ml) 5 5,760～593,000

可能 不可

公表可否 21 13

今後、食物アレルギー対応食品等の備蓄がない市町村に対する働きかけ及び

備蓄があると回答した市町村においても、避難所におけるニーズ把握やアセスメントができる体制の確保を進めていけるよう、

防災担当部署や栄養・食生活支援担当者とも連携しながら取組を進めていきます。 13





議題２

高知県アレルギー疾患医療拠点病院における業務の報告



１．高知県におけるアレルギー疾患医療提供体制の整備について（報告）

高知大学医学部附属病院を高知県アレルギー疾患医療拠点病院として指定し（R2.7.10）、R3年度から同病院に

運営業務を委託

高知県アレルギー疾患医療拠点病院の指定及び業務の運営について

高知県アレルギー疾患医療拠点病院における業務内容

１

①診療：
 診断が困難な症例や標準的治療では病態が安定化しない重症及び難治性アレルギー疾患患者 に対し、診断、治療、管理を行う。
 

②情報提供：
 患者やその家族、地域住民に対する適切な情報提供を目的として、「こうちアレルギー疾患情報サイト」の更新を行いました。
 今回の更新では、以下の項目を新たに追加しました。
 
  ・対応可能な年齢・診療科の情報
  ・県内でエピペン対応が可能な病院の検索機能
  ・舌下免疫療法が可能な医療機関の検索機能
  ・高知県アレルギー疾患医療拠点病院（高知大学医学部附属病院）の明記
  ・食物経口不可試験の実施医療機関情報の掲載
  ・新規開設した医療機関情報の追加、閉院した医療機関情報の削除 (資料P４参照）

 これにより、アレルギー疾患に関する必要な情報を、患者やその家族がより簡単に入手できる環境を整備しました。
 今後も、地域住民や患者支援のため、情報提供の質向上に努めてまいります。

資料３

2

③人材育成：
 医療従事者等を対象に、アレルギー疾患に関する研修会を開催する。
 →R６年度：「高知県アレルギー疾患に関する医療従事者向け研修会」を２月１３日に実施（詳細は、資料P６ 参照）

 患者指導が可能な医療従事者を育成することを目的として、1月19日に「アレルギー疾患の患者指導用ハンズオンセミナー」を
 開催します。本セミナーでは、以下のテーマに基づき実践的な指導を行う予定です。 
 
 ・誤食時対応の説明とエピペン手技の実践
  アレルギー反応が起きた際の初期対応とエピペン使用の具体的手順についての解説・実習
 
 ・アレルギー表示の正しい理解と栄養食事指導の実践
  食品表示に関する正しい知識を深め、患者への効果的な栄養指導方法を学ぶ
 
 ・デバイスを用いた正しい吸入方法の指導
  吸入薬の効果を最大限に引き出すためのデバイス使用法の体験
 
 ・スキンケアの実践（泡立て方と軟膏塗布）
  皮膚ケアにおける基本的な技術として、石けんの適切な泡立て方と軟膏の正しい塗布方法の指導
 
 ・これらの実践を通じて、参加者の知識とスキルの向上、患者指導の現場で役立つ内容を提供します。

高知県アレルギー疾患医療拠点病院における業務内容

１．高知県におけるアレルギー疾患医療提供体制の整備について（報告）



④研究：
 アレルギー疾患に関する実情を把握するための調査・分析を行う。 また、国が長期的かつ戦略的に推進する全国的な疫学研究、
 臨床研究等に協力する。

⑤助言、支援：（詳細は、資料P７参照）

 12月21日（日）「災害時にアレルギー患者が困ること」をテーマに、防災士、一般市民、医療関係者を対象とした講演会を開催
 しました。本講演では、「アレルギー患者が被災するということ」と題し、「個人として今から備えるべきこと」「行政や地域
 として今から備えるべきこと」について学ぶ機会を提供しました。
 また、会場内にはアレルギー対応の非常食を展示するコーナーを設け、参加者に非常食の試食体験も行っていただきました。
 これにより、災害時における具体的な対応策や準備の重要性について、理解を深める機会となりました。

 2月2日（日）市民公開講座「ぜんそくと上手に付き合うために」をテーマに、一般市民、医療関係者を対象とした講演会を開催
 予定。本講演では、適切な環境整備や正しい吸入薬の使用方法や、最新の治療法や日常生活で役立つアドバイス、またそれぞれ
 の症状に合わせた管理方法を分かりやすくお伝えする。

⑥その他 高知県アレルギー疾患医療連絡協議会へ出席し、活動報告を行っている。

高知県アレルギー疾患医療拠点病院における業務内容

3

１．高知県におけるアレルギー疾患医療提供体制の整備について（報告）

 附属病院では、乳児から高齢者までのアレルギー疾患に対し、診療科間の情報交換と連携を通じて、質の高い
診療を提供し、患者の長期予後と生活の質を向上させることを目指とし令和５年度にアレルギー診療チームを設
置しました。

《チームのメンバー》
呼吸器 ・アレルギー医師
小児科 医師
皮膚科 医師
眼科 医師
耳鼻咽喉科 ・頭頸部外科 医師
救急部医師
薬剤師
看護師 
管理栄養士

チームでは、２ヶ月に１回、多職種が参加する合同カンファレンスを開催し、情報共有と認識の統一を図ってい
ます。

４

高知大学医学部附属病院アレルギー診療チームの紹介



■こうちアレルギー疾患情報サイトの更新について（追加項目） 

■サイト立ち上げ時以降に新規開設されている医療機関及び、閉院している可能性のある医療機関への確認
（病院1箇所・診療所７箇所）計8箇所について

サイト掲載施設
（追加項目についての確認件数）

192件  

回答のあった施設 170件  
回答いただけなかった施設 9件  
閉院・休業・掲載の取下げ希望施設 13件 ・目途の立たない休診中

・閉院予定のため
・当初の掲載時に誰が承諾したか分からない。など

新規の情報追加施設 1件  

②情報提供   「こうちアレルギー疾患情報サイト」の更新

新規開設した医療機関情報の追加、閉院した医療機関情報の削除について

掲載への承諾有無について 承諾 2件
承諾しません 1件

  回答いただけなかった施設 4件
  閉院 1件

５

１．高知県におけるアレルギー疾患医療提供体制の整備について（報告）

２．高知県アレルギー疾患医療拠点病院と、
　　高知大学医学部附属病院アレルギー診療チームにおけるR６年度の業務報告について（報告）

アレルギー疾患に対する医療の均てん化のため、医療従事者を対象とした研修会を実施

③人材育成   アレルギー疾患に関する研修会の開催

令和６年度 医療従事者を対象とした アレルギー疾患に関する研修会
日  時：令和７年２月１３日（木）18時30分から19時50分 予定                         
開催方法：対面・Web開催

対 象 者 ：医療従事者

内  容：

 １．1周回って知らない「地震×アレルギー」（高知大学医学部附属病院 災害・救急医療学 助教 竹内 慎哉）

 ２．「災害に備えて、今できること」～災害時に困る食物アレルギー患者～（高知大学医学部附属病院 栄養管理部 管理栄養士 政岡 紗矢香）

 ３．連携して臨もう！アレルギー診療最前線（島根大学医学部附属病院 皮膚科 千貫祐子先生）

主  催：高知県・高知大学医学部附属病院
＊本研修の動画や資料・研修内容にかかるQ&A等については、後日、こうちアレルギー疾患情報サイトに掲載予定です。

研修内容

６

「アレルギー疾患の患者指導用 ハンズオンセミナー」 
日  時：令和７年１月１９日（日）14時00分から16時30分                          
開催方法：対面（定員50名）
対 象 者 ：医療従事者
内  容：実習指導
  高知大学医学部附属病院（小児科医師 大石拓・小児科医師 竹内愛那・薬剤師 門田亜紀・管理栄養士 政岡紗矢香）
  土佐市民病院     （看護師 石元 有弓）    
 ・誤食時対応の説明とエピペン手技の実際
 ・アレルギー表示の正しい理解と栄養食事指導の実際
 ・デバイスを用いた正しい吸入の仕方
 ・スキンケアの実際（泡立て方）
主  催：高知大学医学部附属病院アレルギー診療チーム



防災士講座・市民公開講座「災害時にアレルギーで困ること」
 
日  時：令和６年１２月２１日（土）13時30分から15時50分                         
開催方法：対面・Web開催
対 象 者 ：防災士・一般市民・医療従事者
内  容：１．「高知県のアレルギー食災害用備蓄の現状」   
       （高知大学医学部災害・救急医療学講座 竹内 慎哉）
     ２．「アレルギー患者が被災するということ」 
       （一般社団法人LFA Japan 代表理事 大森 真友子先生）
主  催：高知大学医学部附属病院アレルギー診療チーム

研修内容

市民公開講座「ぜんそくと上手に付き合うために」 

日  時：令和７年２月２日（日）13時30分から15時00分 予定                         
開催方法：対面
対 象 者 ：一般市民・医療従事者
司  会：高知大学医学部附属病院　内科（呼吸器）大西 広志 
内  容：１．「小児気管支喘息の寛解・治癒を目標に心がけたいこと」
 （高知大学医学部附属病院　小児科 大石 拓）     
     ２．「成人喘息について知っておきたい治療目標と最新の治療」
 （高知大学医学部附属病院　内科（呼吸器）髙松　和史）
     ３．「吸入薬の効果を最大限に引き出すために」
 （高知大学医学部附属病院　内科（呼吸器）佃　月恵）
主  催：高知大学医学部附属病院アレルギー診療チーム ７

アレルギー疾患患者に対する、一般市民等を対象とした研修会を実施

⑤助言、支援  アレルギー疾患に関する研修会の開催

２．高知県アレルギー疾患医療拠点病院と、
　　高知大学医学部附属病院アレルギー診療チームにおけるR６年度の業務報告について（報告）



議題３

その他


